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前多敬一郎 ･束村博子 ･ムハメド･シャハブ･西尾崇 ･松山秀一 (名古屋大 ･院 ･生命農学)
低栄養は自然界で最も頗発するストレスであり､動物の生殖機能を調節する環境因子の中で
主要なものの一つである｡本研究は､こホンザルにおける無拘束無麻酔条件下での採血法を用い
て､薬理学的に誘起した血中遊離脂肪酸利用性の低下による視床下部一下垂体一性腺軸の反応を
神経内分泌学的に解析し､低栄養ストレスによる性腺機能低下のメカニズムを明らかにすること
をH的としている｡
低栄養ストレスを仲介するシグナルとしては､これまで血中グルコース利用性の変化の可能
性が指摘されているが､他の主要なエネルギー基質である遊離脂肪酸の役割に着目した研究は少
ない.そこで､卵巣除去ニホンザルを用い､遊離脂肪酸のβ酸化阻害剤 (mercaptoacetate;MA)
の静脈投与を行∨､､パルス状の黄体形成ホルモン(LH)分泌の変化を調べた｡採血は頚静脈留
置カニューレを通じて10分間隔で8時間にわJたり連続的に行なった.採血開始から4時間後に
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